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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送信のためのリソースブロックの割振
りを含む、リソース許可を受信するステップと、
　前記リソース許可に従って、前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分に
わたってデータパケットを受信するステップと、
　前記リソース許可に従って、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上にお
いてパイロット信号を受信するステップと、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つが、前回のチャネル品質イ
ンジケータ（CQI）測定が実行されてからの時間しきい値を超える場合に、前記リソース
許可とともに前記CQI測定を実行するための指示を受信するステップと、
　前記指示に応答して、前記CQI測定を実行するステップであって、前記CQI測定が、前記
複数のコンポーネントキャリアのうちの前記2つ以上のための前記パイロット信号に少な
くとも部分的に基づく、ステップと、
　前記CQI測定に少なくとも部分的に基づくCQIデータを送信するステップと、
　前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたる前記データパケットの
再送信のためのリソースブロックの再割振りを含む、第2のリソース許可を受信するステ
ップであって、前記再割振りが、前記CQIデータに少なくとも部分的に基づく、ステップ
と
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を含む、方法。
【請求項２】
　CQIデータを送信するステップが、
　単一のコンポーネントキャリア上で、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記
2つ以上の各々のためのCQIデータを送信するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも前記一部分にわたって前記データパケ
ットを受信するステップが、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に送信されたC
QIデータに少なくとも部分的に基づく、コンポーネントキャリア重み付けに従って、前記
複数のコンポーネントキャリアの少なくとも前記一部分にわたって前記データパケットを
受信するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記データパケットの前記受信に応答して、前記CQIデータとともに、否定応答(NACK)
を送信するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　肯定応答(ACK)または否定応答(NACK)とともに、前記複数のコンポーネントキャリアの
うちの前記2つ以上から行われた前記CQI測定に少なくとも部分的に基づく前記CQIデータ
を送信するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上において前記パイロット信号を受
信するステップが、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記2つ以上において、ゼロ電力チャネル
状態情報基準信号(CSI-RS)または非ゼロ電力CSI-RSのうちの少なくとも1つを受信するス
テップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記リソース許可とともに前記指示を受信するステップであって、前記指示が、受信側
ユーザ機器(UE)が前記ゼロ電力CSI-RSを使用して近隣基地局からの干渉を測定するべきで
あること、または、受信側UEが前記非ゼロ電力CSI-RSを使用してサービング基地局からの
瞬時チャネルコンディションを測定するべきであることを示す、ステップ
をさらに含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記リソース許可とともに前記指示を受信するステップであって、前記指示が、パイロ
ット信号を測定するように、および、サービング基地局からの瞬時チャネルコンディショ
ンと、近隣基地局からの干渉とを報告するように、受信側UEをトリガする、ステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　受信機に、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の
送信のためのリソースブロックの割振りを含む、リソース許可を送信するステップであっ
て、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つが、前回のチャネル品質
インジケータ（CQI）測定が実行されてから時間しきい値内に実行された前記CQI測定を有
していないと決定した後、前記リソース許可とともに前記CQI測定を実行するための指示
を送信する、ステップと、
　前記リソース許可に従って、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上にお
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いて前記パイロット信号を送信するステップと、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記2つ以上における前記パイロット信号
の測定に少なくとも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、前記CQIデ
ータを受信するステップであって、前記測定が、前記受信機における前記リソースブロッ
クの前記割振りの受信によってトリガされる、ステップと、
　前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたる前記データパケットの
再送信のためのリソースブロックを再割振りするステップであって、前記再割振りが、前
記受信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づく、ステップと
を含む、方法。
【請求項１０】
　前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたって前記データパケット
を送信するステップ
をさらに含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数のコンポーネントキャリア上の前記データパケットおよびパイロット信号の前
記送信のためのリソースブロックを割り振るステップが、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に受信されたC
QIデータに少なくとも部分的に基づいて、リソースブロックを割り振るステップ
を含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に受信されたC
QIデータに関連付けられた時間期間を決定するステップ
をさらに含み、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上において前記パイロット信号を送
信するステップが、
　前記直近に受信されたCQIデータに関連付けられた前記時間期間に少なくとも部分的に
基づいて、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記2つ以上において前記パイロ
ット信号を送信するステップ
を含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信の装置であって、
　複数のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送信のためのリソースブロックの割振
りを含む、リソース許可を受信するための手段と、
　前記リソース許可に従って、前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分に
わたってデータパケットを受信するための手段と、
　前記リソース許可に従って、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上にお
いてパイロット信号を受信するための手段と、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つが、前回のチャネル品質イ
ンジケータ（CQI）測定が実行されてからの時間しきい値を超える場合に、前記リソース
許可とともに前記CQI測定を実行するための指示を受信するための手段と、
　前記指示に応答して、前記CQI測定を実行するための手段であって、前記CQI測定が、前
記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記2つ以上のための前記パイロット信号に少
なくとも部分的に基づく、手段と、
　前記CQI測定に少なくとも部分的に基づくCQIデータを送信するための手段と、
　前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたる前記データパケットの
再送信のためのリソースブロックの再割振りを含む、第2のリソース許可を受信するため
の手段であって、前記再割振りが、前記CQIデータに少なくとも部分的に基づく、手段と
を備える、装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信の装置であって、
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　受信機に、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の
送信のためのリソースブロックの割振りを含む、リソース許可を送信するための手段であ
って、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つが、前回のチャネル品
質インジケータ（CQI）測定が実行されてから時間しきい値内に実行された前記CQI測定を
有していないと決定した後、前記リソース許可とともに前記CQI測定を実行するための指
示を送信する、手段と、
　前記リソース許可に従って、前記複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上にお
いて前記パイロット信号を送信するための手段と、
　前記複数のコンポーネントキャリアのうちの前記2つ以上における前記パイロット信号
の測定に少なくとも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、前記CQIデ
ータを受信するための手段であって、前記測定が、前記受信機における前記リソースブロ
ックの前記割振りの受信によってトリガされる、手段と、
　前記複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたる前記データパケットの
再送信のためのリソースブロックを再割振りするための手段であって、前記再割振りが、
前記受信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づく、手段と
を備える、装置。
【請求項１５】
　コンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読記録媒体であって、
前記コンピュータ実行可能コードは、プロセッサによって実行されたとき、請求項1から1
2のうちいずれか一項に記載の方法を前記プロセッサに実行させる、非一時的コンピュー
タ可読記録媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、2015年12月9日に出願された「Eve
nt Triggered Multi-Link Channel Quality Measurement and Report for Mission Criti
cal Applications」と題する、Azarian Yazdiらによる米国特許出願第14/963,814号、お
よび2015年3月30日に出願された「Event Triggered Multi-Link Channel Quality Measur
ement and Report for Mission Critical Applications」と題する、Azarian Yazdiらに
よる米国仮特許出願第62/140,298号の優先権を主張する。
【０００２】
　以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ミッションクリティカルなアプ
リケーションのためのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告に関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、お
よび電力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDM
A)システム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、およ
び直交周波数分割多元接続(OFDMA)システム(たとえば、ロングタームエボリューション(L
TE)システム)を含む。
【０００４】
　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器(UE)として
知られていることがある複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、
いくつかの基地局を含み得る。基地局は、ダウンリンクチャネル(たとえば、基地局からU
Eへの送信用)およびアップリンクチャネル(たとえば、UEから基地局への送信用)上で通信
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デバイスと通信し得る。
【０００５】
　低レイテンシのミッションクリティカルな送信など、いくつかの送信では、低い誤り率
が望まれる。低レイテンシレベルとともに高レベルの信頼性をサポートするために、送信
は、1以下などの最小の再送信とともに正常に受信されることが必要であり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ミッションクリティカルなアプリケーションのためのイベントトリガ型マルチリンクチ
ャネル品質測定および報告のためのシステム、方法、および装置について説明する。送信
機は、コンポーネントキャリア(CC)のセット上のデータパケットおよびパイロット信号の
送信のためのリソースブロックを割り振り得る。送信機は、2つ以上のCC上でパイロット
信号を送信し得る。受信機は、CCのセット上のダウンリンク送信のためのリソースブロッ
クの割振りを含む、リソース許可を受信し得る。受信機は、CCのセットの少なくとも一部
分にわたってデータパケットを受信し得る。受信機はさらに、2つ以上のCC上でパイロッ
ト信号を受信し得、リソース許可とともに受信された指示に応答して、チャネル品質イン
ジケータ(CQI)測定を実行し得る。CQI測定は、2つ以上のCCのためのパイロット信号に基
づき得る。指示は、CCのうちのいくつかが時間しきい値内に実行されたチャネル測定を有
していないと決定した後、送信機から送信され得る。いくつかの例では、CQIデータを送
信することは、単一のCC上で、2つ以上のCCの各々のためのCQIデータを送信することを含
む。送信機は、2つ以上のCCにおけるパイロット信号の測定に基づいて、単一のCC上で、C
QIデータを受信し得、測定は、リソースブロックの割振りによってトリガされる。受信機
は、データパケットの受信に応答して、否定応答(NACK)を送信し得る。送信機は、CCのセ
ットの少なくとも一部分にわたるデータパケットの再送信のためのリソースブロックを再
割振りし得、再割振りすることは、受信されたCQIデータに基づき得る。受信機は、CCの
少なくとも一部分にわたるデータパケットの再送信のためのリソースブロックの再割振り
を含む、第2のリソース許可を受信し得、再割振りは、CQIデータに基づき得る。
【０００７】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、複数のコンポーネントキャリア上の
ダウンリンク送信のためのリソースブロックの割振りを含む、リソース許可を受信するス
テップと、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケット
を受信するステップと、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロ
ット信号を受信するステップと、リソース許可とともに受信された指示に応答して、CQI
測定を実行するステップであって、CQI測定が、複数のコンポーネントキャリアのうちの2
つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的に基づく、ステップとを含み得る。
【０００８】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、複数のコンポーネントキャリ
ア上のダウンリンク送信のためのリソースブロックの割振りを含む、リソース許可を受信
するための手段と、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータ
パケットを受信するための手段と、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上にお
いてパイロット信号を受信するための手段と、リソース許可とともに受信された指示に応
答して、CQI測定を実行するための手段であって、CQI測定が、複数のコンポーネントキャ
リアのうちの2つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的に基づく、手段とを含
み得る。
【０００９】
　ワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリ内に記憶され、プロセッサによって実行され
ると、装置に、複数のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送信のためのリソースブ
ロックの割振りを含む、リソース許可を受信すること、複数のコンポーネントキャリアの
少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信すること、複数のコンポーネントキャ
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リアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信すること、および、リソース許可と
ともに受信された指示に応答して、CQI測定を実行することであって、CQI測定が、複数の
コンポーネントキャリアのうちの2つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的に
基づく、ことを行わせるように動作可能な、命令とを含み得る。
【００１０】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体について説明
する。コードは、複数のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送信のためのリソース
ブロックの割振りを含む、リソース許可を受信すること、複数のコンポーネントキャリア
の少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信すること、複数のコンポーネントキ
ャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信すること、および、リソース許可
とともに受信された指示に応答して、CQI測定を実行することであって、CQI測定が、複数
のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的
に基づく、ことを行うために実行可能な命令を含み得る。
【００１１】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、CQI測定に少なくとも部分的に基づくCQIデータを送信するためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例では、CQIデー
タを送信することは、単一のコンポーネントキャリア上で、複数のコンポーネントキャリ
アのうちの2つ以上の各々のためのCQIデータを送信することを含む。
【００１２】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、複数のコンポーネントキャリアの少なくともその部分にわたってデータパケットを
受信することは、複数のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に
送信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づく、コンポーネントキャリア重み付けに
従って、複数のコンポーネントキャリアの少なくともその部分にわたってデータパケット
を受信することを含む。追加または代替として、いくつかの例は、複数のコンポーネント
キャリアのうちの2つ以上から行われたCQI測定に少なくとも部分的に基づくCQIデータを
送信すること、データパケットの受信に応答して、NACKを送信すること、および、複数の
コンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたるデータパケットの再送信のためのリ
ソースブロックの再割振りを含む、第2のリソース許可を受信することであって、再割振
りが、CQIデータに少なくとも部分的に基づく、ことを行うためのプロセス、特徴、手段
、または命令を含み得る。
【００１３】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、肯定応答(ACK)またはNACKとともに、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上
から行われたCQI測定に少なくとも部分的に基づくCQIデータを送信するためのプロセス、
特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例では、
リソース許可が、短縮された送信時間間隔(TTI)上で受信される。
【００１４】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信す
ることは、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上において、ゼロ電力チャネル
状態情報基準信号(CSI-RS)または非ゼロ電力チャネル状態情報(CSI)-RSのうちの少なくと
も1つを受信することを含む。追加または代替として、いくつかの例は、リソース許可と
ともに指示を受信することであって、指示が、受信側UEがゼロ電力CSI-RSを使用して近隣
基地局からの干渉を測定するべきであることを示す、ことを行うためのプロセス、特徴、
手段、または命令を含み得る。
【００１５】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、リソース許可とともに指示を受信することであって、指示が、受信側UEが非ゼロ電力
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CSI-RSを使用してサービング基地局からの瞬時チャネルコンディションを測定するべきで
あることを示す、ことを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る
。追加または代替として、いくつかの例は、リソース許可とともに指示を受信することで
あって、指示が、パイロット信号を測定するように、および、サービング基地局からの瞬
時チャネルコンディションと、近隣基地局からの干渉とを報告するように、受信側UEをト
リガする、ことを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１６】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、複数のコンポーネントキャリア上の
データパケットおよびパイロット信号の送信のためのリソースブロックを割り振るステッ
プと、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信す
るステップと、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上におけるパイロット信号
の測定に少なくとも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、CQIデータ
を受信するステップであって、測定が、リソースブロックの割振りによってトリガされる
、ステップとを含み得る。
【００１７】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、複数のコンポーネントキャリ
ア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のためのリソースブロックを割り振る
ための手段と、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号
を送信するための手段と、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上におけるパイ
ロット信号の測定に少なくとも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、
CQIデータを受信するための手段であって、測定が、リソースブロックの割振りによって
トリガされる、手段とを含み得る。
【００１８】
　ワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリ内に記憶され、プロセッサによって実行され
ると、装置に、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号
の送信のためのリソースブロックを割り振ること、複数のコンポーネントキャリアのうち
の2つ以上においてパイロット信号を送信すること、ならびに、複数のコンポーネントキ
ャリアのうちの2つ以上におけるパイロット信号の測定に少なくとも部分的に基づいて、
単一のコンポーネントキャリア上で、CQIデータを受信することであって、測定が、リソ
ースブロックの割振りによってトリガされる、ことを行わせるように動作可能な、命令と
を含み得る。
【００１９】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体について説明
する。コードは、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信
号の送信のためのリソースブロックを割り振ること、複数のコンポーネントキャリアのう
ちの2つ以上においてパイロット信号を送信すること、ならびに、複数のコンポーネント
キャリアのうちの2つ以上におけるパイロット信号の測定に少なくとも部分的に基づいて
、単一のコンポーネントキャリア上で、CQIデータを受信することであって、測定が、リ
ソースブロックの割振りによってトリガされる、ことを行うために実行可能な命令を含み
得る。
【００２０】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを送信
するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として
、いくつかの例は、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたるデータパ
ケットの再送信のためのリソースブロックを再割振りすることであって、再割振りが、受
信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づく、ことを行うためのプロセス、特徴、手
段、または命令を含み得る。
【００２１】
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　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信の
ためのリソースブロックを割り振ることは、複数のコンポーネントキャリアのうちの1つ
または複数のための直近に受信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づいて、リソー
スブロックを割り振ることを含む。追加または代替として、いくつかの例は、複数のコン
ポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に受信されたCQIデータに関連付
けられた時間期間を決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得、複数の
コンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信することは、直
近に受信されたCQIデータに関連付けられた時間期間に少なくとも部分的に基づいて、複
数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信することを
含む。
【００２２】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、直近に受信されたCQIデータに関連付けられた時間期間を決定することは、直近に
受信されたCQIデータが時間しきい値を超える持続時間の間に受信されたと決定すること
を含む。追加または代替として、いくつかの例は、リソース許可を送信することであって
、リソース許可が、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット
信号の送信のためのリソースブロックの割振りを伝達する、ことを行うためのプロセス、
特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２３】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、受信側UEがパイロット信号を測定すること、および、サービング基地局からの瞬時チ
ャネルコンディションと、近隣基地局からの干渉とを報告することを行うべきであるとい
う指示を、リソース許可中に含めるためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含
み得る。追加または代替として、いくつかの例では、リソース許可が、短縮されたTTI上
で送信される。
【００２４】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、データパケットの送信に応答して、少なくとも1つのACKまたはNACKを受信するための
プロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつか
の例は、少なくとも1つのACKまたはNACKとともにCQIデータを受信するためのプロセス、
特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２５】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、データパケットの送信に応答して、少なくとも1つのNACKを受信すること、および、
少なくとも1つのNACKに応答して、データパケットとパイロット信号とを再送信すること
を行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替とし
て、いくつかの例では、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロ
ット信号を送信することは、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上において、
ゼロ電力チャネル状態情報基準信号(CSI-RS)または非ゼロ電力CSI-RSのうちの少なくとも
1つを送信することを含む。
【００２６】
　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、指示を送信することであって、指示が、受信側UEがゼロ電力CSI-RSを使用して近隣基
地局からの干渉を測定するべきであることを示す、ことを行うためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、指示を送信
することであって、指示が、受信側UEが非ゼロ電力CSI-RSを使用してサービング基地局か
らの瞬時チャネルコンディションを測定するべきであることを示す、ことを行うためのプ
ロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２７】
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　本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、データパケットは、低レイテンシのデータパケットである。
【００２８】
　開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を変更また
は設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構造は、添付の特許
請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、それらの編成と動作方法の
両方は、添付の図とともに検討されると、関連する利点とともに以下の説明からより良く
理解されよう。図の各々は、例示および説明のためにのみ提供され、特許請求の範囲の限
界を定めるものではない。
【００２９】
　本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面の参照によって実現され得る。
添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じタ
イプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素を区別する第
2のラベルとを続けることによって区別されることがある。第1の参照ラベルのみが本明細
書で使用される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、同じ第1の参照ラベルを有
する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートするワイヤレス
通信システムの一例を示す図である。
【図２】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートするワイヤレス
通信サブシステムの一例を示す図である。
【図３】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートする通信チャネ
ルの一例を示す図である。
【図４】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートするプロセスフ
ローの一例を示す図である。
【図５】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートするワイヤレス
デバイスのブロック図である。
【図６】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートするワイヤレス
デバイスのブロック図である。
【図７】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートするワイヤレス
デバイスのブロック図である。
【図８】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートするデバイスを
含むシステムのブロック図である。
【図９】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのため
のイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告をサポートする基地局を含
むシステムのブロック図である。
【図１０】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法を示す図で
ある。
【図１１】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法を示す図で
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ある。
【図１２】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法を示す図で
ある。
【図１３】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法を示す図で
ある。
【図１４】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法を示す図で
ある。
【図１５】本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　説明する特徴は、一般に、ミッションクリティカルなアプリケーションのためのイベン
トトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のためのシステム、方法、または装
置に関する。ミッションクリティカルな送信など、いくつかの送信は、低い誤り率(たと
えば、1e-4)を必要とすることがあり、または低レイテンシ(たとえば、500μs)であり得
る。そのような送信をサポートするために、1または0回などの少ない再送信の試行内で成
功する配信など、高い信頼性が望まれる。信頼性は、送信の周波数ダイバーシティを増大
することによって、増大され得る。信頼性および周波数ダイバーシティを増大するために
、データパケットは、複数のコンポーネントキャリアなど、複数のリンクにわたって送信
され得る。複数のリンクにわたってデータパケットを送信するとき、より高いチャネル品
質をもつリンク上でデータパケットのより多くを割り振ることが有益であり得る。したが
って、第1の送信は、複数のリンクにわたって割り振られ得る。さらに、より高いチャネ
ル品質をもつリンクを決定するとき、最近(すなわち、時間しきい値内)のチャネル測定を
有することが、望まれることがある。第1の送信はまた、受信機が、最近のチャネル測定
がないリンク上などで、チャネル測定を実行することをトリガし得る。そのために、送信
機は、複数のリンクのうちの一部または全部におけるパイロット信号を含み得る。パイロ
ット信号は、チャネル測定を実行するために、受信機によって使用され得る。次いで、受
信機が否定応答(NACK)信号を送信機に送信することによって示されるような不成功の送信
によって、たとえば、送信機が再送信のためにリンクにわたってデータパケットを再割振
りすることを生じ得る。データパケットを再割振りすることは、データパケットが最近測
定されたより高いチャネル品質をもつリンクに割り振られるように実行された、チャネル
測定に基づき得る。再送信試行がチャネル品質測定値を更新している場合があるように、
複数のリンクにわたるチャネル測定をトリガすることによって、信頼性が増大され得、再
送信の試行の量が低減され得る。
【００３２】
　以下の説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適用性、
または例を限定するものではない。説明する要素の機能および構成において、本開示の範
囲から逸脱することなく変更が加えられ得る。様々な例は、必要に応じて、様々な手順ま
たは構成要素を省略、置換、または追加することができる。たとえば、説明する方法は、
説明する順序とは異なる順序で実行されてもよく、様々なステップが追加、省略、または
組み合わされてもよい。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において結
合され得る。
【００３３】
　図1は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム100の一例を示す。ワイヤ
レス通信システム100は、基地局105、少なくとも1つのユーザ機器(UE)115、およびコアネ
ットワーク130を含む。コアネットワーク130は、ユーザ認証、アクセス許可、トラッキン
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グ、インターネットプロトコル(IP)接続、および他のアクセス機能、ルーティング機能、
またはモビリティ機能を提供し得る。基地局105は、バックホールリンク132(たとえば、S
1など)を通じてコアネットワーク130とインターフェースする。基地局105は、UE115との
通信のための無線構成およびスケジューリングを実施し得るか、または基地局コントロー
ラ(図示せず)の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局105は、ワイヤード通信リン
クまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク134(たとえば、X1など)を
介して、直接的または間接的に(たとえば、コアネットワーク130を通して)のいずれかで
、互いと通信し得る。
【００３４】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介して、UE115とワイヤレス通信し得
る。基地局105の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア110に通信カバレージを提供
し得る。いくつかの例では、基地局105は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセス
ポイント、無線トランシーバ、ノードB、eノードB(eNB)、ホームノードB、ホームeノード
B、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局105の地理的カバレージ
エリア110は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタ(図示せず)に分割され得
る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、マクロセル基
地局またはスモールセル基地局)を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレ
ージエリア110があり得る。
【００３５】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム100は、ロングタームエボリューション(LT
E)/LTEアドバンスト(LTE-A)ネットワークである。LTE/LTE-Aネットワークでは、発展型ノ
ードB(eNB)という用語は、一般に基地局105を表すために使用され得る一方、UEという用
語は、一般にUE115を表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタ
イプのeNBが様々な地理的領域にカバレージを提供する異種LTE/LTE-Aネットワークであり
得る。たとえば、各eNBまたは基地局105は、マクロセル、スモールセル、または他のタイ
プのセルに通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局
、基地局と関連付けられるキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアも
しくは基地局のカバレッジエリア(たとえば、セクタなど)を表すために使用され得る3GPP
用語である。
【００３６】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUE115による無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセルと同じまたは
マクロセルとは異なる(たとえば、認可、無認可などの)周波数帯域で動作し得る低電力基
地局である。スモールセルは、様々な例によるピコセル、フェムトセル、およびマイクロ
セルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワー
クプロバイダのサービスに加入しているUE115による無制限アクセスを可能にし得る。フ
ェムトセルも、小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバーすることができ、フェムト
セルとの関連性を有するUE115(たとえば、限定加入者グループ(CSG)中のUE115、自宅内の
ユーザのためのUE115など)による制限されたアクセスを提供し得る。マクロセルのための
eNBは、マクロeNBと呼ばれることがある。スモールセルのためのeNBは、スモールセルeNB
、ピコeNB、フェムトeNB、またはホームeNBと呼ばれることがある。eNBは、1つまたは複
数(たとえば、2つ、3つ、4つなど)のセル(たとえば、コンポーネントキャリア)をサポー
トし得る。
【００３７】
　ワイヤレス通信システム100は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動
作の場合、基地局105は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局105からの送
信は、時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、基地局105は、異なるフレームタ
イミングを有し得、異なる基地局105からの送信は、時間的に整合されないことがある。
本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用され得る。
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【００３８】
　様々な開示する例のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プロトコルスタ
ックに従って動作するパケットベースネットワークであり得、ユーザプレーンにおけるデ
ータは、IPに基づき得る。無線リンク制御(RLC)レイヤは、論理チャネルを介して通信す
るためにパケットセグメンテーションおよび再アセンブリを実行することができる。媒体
アクセス制御(MAC)レイヤは、優先度処理および論理チャネルのトランスポートチャネル
への多重化を実行し得る。MACレイヤはまた、MACレイヤにおける再送信を行ってリンク効
率を改善するために、ハイブリッド自動再送要求(HARQ)を使用し得る。制御プレーンでは
、無線リソース制御(RRC)プロトコルレイヤは、UE115と基地局105との間のRRC接続の確立
、構成、および維持を提供し得る。RRCプロトコル層はまた、ユーザプレーンデータのた
めの無線ベアラのコアネットワーク130のサポートのためにも使用され得る。物理(PHY)レ
イヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００３９】
　HARQは、データがワイヤレス通信リンク125を介して正確に受信されることを保証する
方法であり得る。HARQは、(たとえば、巡回冗長検査(CRC)を使用する)誤り検出、前方誤
り訂正(FEC)、および再送信(たとえば、自動再送要求(ARQ))の組合せを含み得る。HARQは
、劣悪な無線状態(たとえば、信号対雑音状態)でのMACレイヤにおけるスループットを改
善し得る。インクリメンタル冗長HARQでは、誤って受信されたデータがバッファに記憶さ
れ、後続送信と組み合わされて、データを正常に復号する全体的確率が改善され得る。場
合によっては、各メッセージに、送信の前に冗長ビットが追加される。これは、劣悪な状
態において特に有用であり得る。他の場合には、冗長ビットは各送信に追加されないが、
情報を復号しようとする試みの失敗を示すNACKを元のメッセージの送信機が受信した後に
再送信される。
【００４０】
　データは、論理チャネル、トランスポートチャネル、および物理レイヤチャネルに分割
され得る。チャネルはまた、制御チャネルおよびトラフィックチャネルに分類され得る。
論理制御チャネルは、ページング情報のためのページング制御チャネル(PCCH)、ブロード
キャストシステム制御情報のためのブロードキャスト制御チャネル(BCCH)、マルチメディ
アブロードキャストマルチキャストサービス(MBMS)スケジューリングおよび制御情報のた
めのマルチキャスト制御チャネル(MCCH)、専用制御情報を送信するための専用制御チャネ
ル(DCCH)、ランダムアクセス情報のための共通制御チャネル(CCCH)、専用UEデータのため
のDTCH、およびマルチキャストデータのためのマルチキャストトラフィックチャネル(MTC
H)を含み得る。DLトランスポートチャネルは、ブロードキャスト情報のためのブロードキ
ャストチャネル(BCH)、データ転送のためのダウンリンク共有チャネル(DL-SCH)、ページ
ング情報のためのページングチャネル(PCH)、およびマルチキャスト送信のためのマルチ
キャストチャネル(MCH)を含み得る。ULトランスポートチャネルは、アクセスのためのラ
ンダムアクセスチャネル(RACH)、およびデータのためのアップリンク共有チャネル(UL-SC
H)を含み得る。DL物理チャネルは、ブロードキャスト情報のための物理ブロードキャスト
チャネル(PBCH)、制御フォーマット情報のための物理制御フォーマットインジケータチャ
ネル(PCFICH)、制御およびスケジューリング情報のための物理ダウンリンク制御チャネル
(PDCCH)、HARQステータスメッセージのための物理HARQインジケータチャネル(PHICH)、ユ
ーザデータのための物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)、マルチキャストデータのた
めの物理マルチキャストチャネル(PMCH)を含み得る。UL物理チャネルは、アクセスメッセ
ージのための物理ランダムアクセスチャネル(PRACH)、制御データのための物理アップリ
ンク制御チャネル(PUCCH)、およびユーザデータのための物理アップリンク共有チャネル(
PUSCH)を含み得る。
【００４１】
　UE115は、ワイヤレス通信システム100全体にわたって分散され得、各UE115は固定また
はモバイルであり得る。UE115はまた、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユ
ニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイ
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ス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モ
バイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバ
イルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語を含むことがあり、ま
たは当業者によってそのように呼ばれることがある。UE115は、携帯電話、携帯情報端末(
PDA)、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレット
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルルー
プ(WLL)局などであり得る。UEは、マクロeNB、スモールセルeNB、中継基地局などを含む
、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【００４２】
　ワイヤレス通信システム100において示される通信リンク125は、UE115から基地局105へ
のアップリンク(UL)送信、または基地局105からUE115へのダウンリンク(DL)送信を含み得
る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、アップリンク送
信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各通信リンク125は、1つまたは複数のキャ
リアを含んでよく、各キャリアは、上記で説明した様々な無線技術に従って変調される複
数のサブキャリア(たとえば、異なる周波数の波形信号)から構成される信号であり得る。
各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送信されてよく、制御情報(たとえば、基準信
号、制御チャネルなど)、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リ
ンク125は、周波数分割複信(FDD)動作(たとえば、対スペクトルリソースを使用する)また
は時分割複信(TDD)動作(たとえば、不対スペクトルリソースを使用する)を使用して、双
方向通信を送信し得る。FDD(たとえば、フレーム構造タイプ1)およびTDD(たとえば、フレ
ーム構造タイプ2)に対するフレーム構造が、定義され得る。
【００４３】
　ワイヤレス通信システム100のいくつかの例では、基地局105またはUE115は、アンテナ
ダイバーシティ方式を利用して基地局105とUE115との間の通信品質および信頼性を改善す
るための複数のアンテナを含み得る。追加または代替として、基地局105またはUE115は、
同じまたは異なるコード化データを搬送する複数の空間レイヤを送信するためにマルチパ
ス環境を利用し得る、多入力多出力(MIMO)技法を採用し得る。
【００４４】
　ワイヤレス通信システム100は、キャリアアグリゲーション(CA)またはマルチキャリア
動作と呼ばれることがある特徴である、複数のセルまたはキャリア上の動作をサポートし
得る。キャリアは、コンポーネントキャリア(CC)、レイヤ、チャネルなどと呼ばれること
もある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャネル」と
いう用語は、本明細書で互換的に使用され得る。UE115は、キャリアアグリゲーションの
ための複数のダウンリンクCCおよび1つまたは複数のアップリンクCCとともに構成され得
る。キャリアアグリゲーションは、FDDコンポーネントキャリアとTDDコンポーネントキャ
リアの両方とともに使用され得る。
【００４５】
　「コンポーネントキャリア」という用語は、キャリアアグリゲーション(CA)動作におい
てUEによって利用される複数のキャリアの各々を指すことがあり、システム帯域幅の他の
部分とは別個であり得る。たとえば、コンポーネントキャリアは、独立して、または他の
コンポーネントキャリアとの組合せで利用されることが可能である、比較的狭い帯域幅の
キャリアであり得る。各コンポーネントキャリアは、LTE規格のリリース8またはリリース
9に基づく、孤立したキャリアと同じ能力を提供し得る。複数のコンポーネントキャリア
は、より大きい帯域幅と、たとえば、より高いデータレートとをもつ、いくつかのUE115
を提供するために、並行してアグリゲートまたは利用され得る。したがって、個々のコン
ポーネントキャリアは、レガシーUE115(たとえば、LTEリリース8またはリリース9を実装
するUE115)と後方互換性があり得るが、他のUE115(たとえば、後のリリース8/9LTEバージ
ョンを実装するUE115)は、マルチキャリアモードにおいて複数のコンポーネントキャリア
とともに構成され得る。
【００４６】
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　DLのために使用されるキャリアは、DL CCと呼ばれることがあり、ULのために使用され
るキャリアは、UL CCと呼ばれることがある。UE115は、キャリアアグリゲーションのため
の複数のDL CCおよび1つまたは複数のUL CCとともに構成され得る。各キャリアは、制御
情報(たとえば、基準信号、制御チャネルなど)、オーバーヘッド情報、データなどを送信
するために使用され得る。UE 115は、複数のキャリアを利用する単一の基地局105と通信
することができ、また、異なるキャリア上で同時に複数の基地局と通信することもできる
。基地局105の各セルは、UL CCおよびDL CCを含み得る。基地局105のための各サービング
セルのカバレージエリア110は、異なり得る(たとえば、異なる周波数帯域上のCCは、異な
る経路損失を経験し得る)。いくつかの例では、1つのキャリアが、1次セル(PCell)によっ
てサービスされ得る、UE115のための、1次キャリアまたは1次コンポーネントキャリア(PC
C)として指定される。1次セルは、UEごとにより高いレイヤ(たとえば、無線リソース制御
(RRC)など)によって、半静的に構成され得る。いくつかのアップリンク制御情報(UCI)、
たとえば、物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)上で送信される、肯定応答(ACK)/NACK
、チャネル品質インジケータ(CQI)、およびスケジューリング情報が、1次セルによって搬
送される。追加のキャリアは、2次セル(SCell)によってサービスされ得る、2次キャリア
、または2次コンポーネントキャリア(SCC)として指定され得る。2次セルは、同様に、UE
ごとに半静的に構成され得る。場合によっては、2次セルは、1次セルと同じ制御情報を含
まないことがあり、またはそれを送信するように構成されないことがある。
【００４７】
　場合によっては、ワイヤレス通信システム100は、低電力トランシーバとともに動作し
ているか、または、高い干渉もしくは経路損失を経験しているセルエッジに位置する、UE
115のための通信リンク125の品質を改善するために、カバレージ拡張(CE)技法を利用し得
る。CE技法は、送信時間間隔(TTI)バンドリング、HARQ再送信、PUSCHホッピング、ビーム
フォーミング、電力ブースト、または他の技法を含み得る。使用されるCE技法は、異なる
状況におけるUE115の特定のニーズに依存し得る。たとえば、TTIバンドリングは、冗長バ
ージョンを再送信する前に、NACKを待機するのではなく、連続的なTTIのグループにおい
て同じ情報の複数のコピーを送ることを伴い得る。これは、ボイスオーバーロングターム
エボリューション(VoLTE)またはVOIP通信を介した音声に参加するユーザにとって有効で
あり得る。他の場合には、HARQ再送信の数もまた増加され得るが、本開示は、実行され得
るHARQ再送信の数を低減し得る方法および装置に関する。アップリンクデータ送信は、周
波数ダイバーシティを達成するために周波数ホッピングを使用して送信され得る。ビーム
フォーミングは、特定の方向において信号の強度を増すために使用され得、または送信電
力が単に増大され得る。
【００４８】
　基地局105は、チャネルを効率的に構成およびスケジュールするために、UE115からチャ
ネルコンディション情報を収集し得る。この情報は、チャネル状態報告の形態において、
UE115から送られ得る。チャネル状態報告は、(たとえば、UE115のアンテナポートに基づ
く)DL送信のために使用されるべきレイヤの数を要求するランクインジケータ(RI)、(レイ
ヤの数に基づく)そのためのプリコーダ行列が使用されるべき選好を示すプリコーディン
グ行列インジケータ(PMI)、および、使用され得る最高の変調およびコーディング方式(MC
S)を表すチャネル品質インジケータ(CQI)を含み得る。CQIは、セル固有の基準信号(CRS)
またはチャネル状態情報(CSI)-RSなど、あらかじめ決定されたパイロットシンボルを受信
した後、UE115によって計算され得る。RIおよびPMIは、UE115が空間多重化をサポートし
ない(または、空間モードをサポートしていない)場合、除外され得る。報告中に含まれる
情報のタイプが、報告タイプを決定する。チャネル状態報告は、周期的または非周期的で
あり得る。すなわち、基地局105は、一定の間隔をおいて、周期的報告を送信するように
、UE115を構成し得、また、必要に応じて追加の報告を要求し得る。非周期的な報告は、
セル帯域幅全体にわたってチャネル品質を示す広帯域報告、最良のサブバンドのサブセッ
トを示す、UEにより選択された報告、または、それにおいて報告されるサブバンドが基地
局105によって選択される、構成された報告を含み得る。
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【００４９】
　基地局105など、送信機は、複数のCCなど、複数のリンクにわたって割り振られたデー
タパケットおよびパイロット信号を送信し得る。UE115など、受信機は、そのためのパイ
ロット信号が受信されたCCの各々のためのチャネル品質測定を実行し得る。受信機は、パ
イロット信号の受信に応答して、チャネル品質データを送信機に送信し得る。チャネル品
質データは、そのための測定が実行されたCC、または異なるCC上で送信され得る。複数の
CCのためのチャネル品質データは、単一のCC上で送信され得る。受信機は、データパケッ
トが正常に受信されたか否かの指示をさらに送信し得る。たとえば、データパケットが正
常に受信されなかった場合、受信機はNACKを送信し得る。送信機は、データパケットを再
送信するとき、チャネル品質データを使用し得る。たとえば、送信機は、チャネル品質測
定に基づいて、十分な、または好ましいチャネル品質をもつ、CCまたは複数のCCにわたっ
て、データパケットを再割振りし得る。次いで、送信機は、データパケットを再送信し得
る。
【００５０】
　図2は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のためのワイヤレス通信
サブシステム200の一例を示す。ワイヤレス通信サブシステム200は、図1を参照して本明
細書で説明したUE115の一例であり得る、UE115-aを含み得る。ワイヤレス通信サブシステ
ム200はまた、図1を参照しながら本明細書で説明した基地局105の一例であり得る、基地
局105-aを含み得る。
【００５１】
　基地局105-aは、キャリアアグリゲーションを使用して、UE115-aと通信し得る。キャリ
アアグリゲーションは、複数のCC205(たとえば、CC205-aからCC205-n)を使用する通信を
含み得る。CC205は、CC205の間で異なる情報を通信することができ、または、CC205のサ
ブセットは、同じ情報を冗長的に送信することができる。場合によっては、データパケッ
トなどの情報は、複数のCC205にわたって割り振られ得る。情報を複数のCC205(すなわち
、複数のリンク)上で割り振ることによって、周波数ダイバーシティが増大され得、その
ことが、低レイテンシデータおよび低い誤り率のために適切な状態の作成を助け得る。
【００５２】
　基地局105-aなどの送信機は、UE115-aなどの受信機によって受信されるべき送信のため
に、いくつかのCC205上でリソースブロック(RB)を割り振り得る。場合によっては、基地
局105-aは、いくつかのCC205上でパイロット信号を送信し得る。RBの割振りはまた、受信
機がチャネル測定を実行するためにパイロット信号を使用するべきであるという、受信機
への指示を含み得る。たとえば、基地局105-aは、UE115-aにサービスするCC205のうちの2
つ以上においてパイロット信号を送信し得る。パイロット信号は、セル固有の基準信号(C
RS)、ゼロ電力または非ゼロ電力チャネル状態情報基準信号(CSI-RS)、他のパイロット信
号、およびそれらの組合せを含み得る。UE115-aは、基地局105-aから送信されたパイロッ
ト信号に基づいて、チャネル測定を実行し得る。たとえば、UE115-aは、パイロット信号
をもつCC205のうちのすべてなど、パイロット信号をもついくつかのCC205のためのチャネ
ル品質情報(CQI)測定を実行し得る。チャネル測定を実行した後、UE115-aは、基地局105-
aによって受信されるべき、CQIデータなどのチャネル測定値に基づくチャネル測定情報を
送信し得る。チャネル測定情報は、そのための測定が実行された同じCC205、またはその
ための測定が実行された同じCC205とは異なるCC205上で、UE115-aから基地局105-aに送信
され得る。場合によっては、複数のCC205のためのチャネル測定情報が、単一のCC205を使
用して基地局105-aに送信され得る。
【００５３】
　基地局105-aは、データパケットの送信のために、いくつかのCC205上でRBを割り振り得
る。たとえば、基地局105-aは、CC205-aおよび205-bにわたってデータパケットを送信し
得る。基地局105-aは、単一のCC205、いくつかの205、またはUE115-aにサービスするすべ
てのCC205にわたって、データパケットを送信し得る。複数のCC205にわたってデータパケ
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ットを送信するとき、データパケットのうちの一部、全部が複数のCC205上で反復される
ことがあり、またはデータパケットのいずれも複数のCC205上で反復されないことがある
。代わりに、データパケットは、複数のCC205のうちの一部または全部にわたって広がり
得る。パイロット信号およびデータパケットは、同じCC205上で送信され得るか、または
異なるCC205上で送信され得るか、またはそれらの組合せであり得ることに留意されたい
。
【００５４】
　場合によっては、基地局105-aは、UE115-aが受信し得るインジケータを送信し得、イン
ジケータは、チャネル測定を実行するようにUE115-aに指示する。インジケータは、どのC
C205のために、またはどの基地局105のために、チャネル測定を実行するべきかを示し得
る。追加または代替として、インジケータは、どのパイロット信号をチャネル測定のため
に使用するべきかを示し得る。インジケータは、サービング基地局105-aからの瞬時チャ
ネルコンディション、および少なくとも1つの近隣基地局105からの干渉を測定および報告
するように、UE115-aをトリガし得る。たとえば、インジケータは、ゼロ電力CSI-RSを使
用して、近隣基地局105からの干渉を測定するように、UE115-aをトリガし得る。追加また
は代替として、インジケータは、非ゼロ電力CSI-RSを使用して、基地局105-aなどのサー
ビングセルからの瞬時チャネルコンディションを測定するように、UE115-aをトリガし得
る。インジケータは、基地局105-aまたは別のネットワークエンティティによって決定、
あらかじめ定義、またはシグナリングされ得る。基地局105-aは、異なるCC205のための測
定時間に基づいて、インジケータを決定し得る。たとえば、基地局105-aは、異なるCC205
のための直近のチャネル測定に関連付けられた時間期間を決定し得る。CC205のための直
近のチャネル測定のための時間期間が、時間しきい値を超える場合、基地局105-aは、新
しいチャネル測定がCC205のために必要とされると決定し、インジケータを使用して、そ
のように示し得る。したがって、基地局105-aは、新しいチャネル測定を必要とする可能
性があるCC205のためのチャネル測定のみを開始し得る。
【００５５】
　チャネル測定情報を受信すると、基地局105-aなどの送信機は、チャネル測定情報を使
用して、パイロット信号およびデータの次の割振りまたは再割振りを決定し得る。たとえ
ば、最初の送信が成功しなかった場合、基地局105-aは、好ましいチャネルコンディショ
ンを有したCC205上により多くのRBを再割振りし、CC205の新たに再割振りされたRBにわた
ってデータを再送信し得る。最初の送信が成功した場合、送信機は、受信機への次の送信
を割り振るとき、チャネル測定情報を使用し得る。場合によっては、送信機は、最近の測
定値を有していないCC205、またはCC205のすべてにおいて、パイロット信号を割り振りな
がら、データのために適切である最近の測定値をもつCC205上でデータを割り振り得る(た
とえば、測定値が少なくとも1つの測定しきい値を超える)。再送信が必要である場合、送
信機は、どのくらい最近に各CC205のためのチャネル測定が実行されたかに応じてなど、
パイロット信号のためにCC205のうちの一部、全部を割り振りながら、またはいずれも割
り振らずに、最初の送信のために割り振られたCC205のうちの一部、全部であるか、また
はいずれでもないことがある、好ましいチャネルコンディションをもつCC205上で、デー
タを再割振りし得る。基地局105-aを送信機として説明し、UE115-aを受信機として説明す
るが、基地局105-aまたはUE115-aのいずれも送信機として働くことがあり、基地局105-a
またはUE115-aのいずれも受信機として働くことがあることに留意されたい。
【００５６】
　図3は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための通信チャネル30
0の一例を示す。通信チャネル300は、送信機と受信機との間で確立されたチャネルを含み
得る。送信機または受信機は、図1～図2を参照しながら本明細書で説明した基地局105の
一例であり得る、基地局105であり得る。追加または代替として、送信機または受信機は
、図1、図2を参照しながら本明細書で説明したUE115の一例であり得る、UE115であり得る
。
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【００５７】
　通信チャネル300は、DLチャネル330とULチャネル335とを含み得る。場合によっては、D
Lチャネル330は、ULチャネルを表し得、ULチャネル335はDLチャネルを表し得、CC340は、
受信機から送信機への送信のために使用されるチャネルであり得る。DLチャネル330およ
びULチャネル335は、シンTTI305および310など、短縮された送信時間間隔(TTI)を使用し
て動作するために構成され、またはそれが可能であり得る。DLチャネル330は、図1、図2
からの基地局105の特徴を含み得る基地局105から、図1、図2からのUE115の特徴を含み得
るUE115への通信を含み得る。ULチャネルは、UE115から基地局105への通信を含み得る。
同様に、DLチャネル330は、UE115から基地局105への通信を含み得、ULチャネル335は、基
地局105からUE115への通信を含み得る。さらに、DLチャネル330およびULチャネル335は、
基地局105の間にあり得るか、またはUE115の間にあり得る。通信チャネル300は、CCであ
るCC1 340-aからCCN 340-nをさらに含み得る。CC340は、DLチャネル330またはULチャネル
335のキャリアであり得る。CC340は、送信機から受信機にデータを搬送し得る。CCは、公
称TTI、またはシンTTIなどの短縮されたTTIを使用し得る。
【００５８】
　DLチャネル330は、DLリソース許可315を含み得る。DLリソース許可315は、データおよ
びパイロット信号を送信するために使用されるべきリソースを、受信機に示し得る。たと
えば、DLリソース許可315は、CC1 340-aからCCN 340-nのリソースブロック(RB)320が、送
信機から受信機への送信を搬送するためにスケジュールされることを、受信機に示し得る
。DLリソース許可315は、図2を参照しながら上記で説明したようなインジケータをさらに
含み、またはそれとともに送信され得る。インジケータは、実行するべき測定、または測
定のために使用するべきリソースを、受信機に示し得る。送信機は、CC340のための最近
のチャネル測定値に基づいて、割り振るべきRB320を決定し得る。送信機は、最近のチャ
ネル測定結果を有するCC340上で、または他のCC340にとって好ましいチャネルコンディシ
ョンを有するCC340上で、より多くのRB320を割り振り得る。場合によっては、送信機は、
そのための最近のチャネル測定が時間しきい値を超えるCC340上で、より少ないRB320を割
り振り得る。さらに、最近のチャネル測定が、チャネル測定が実行されてからの時間しき
い値を超える場合、送信機は、インジケータを使用して、どのCC340のためにチャネル測
定を実行するべきかを、受信機に示し得る。
【００５９】
　DLリソース許可315によって示されるように、受信機は、CC340の割り振られたRB320上
で送信機からの通信を受信し得る。割り振られたRB320は、パイロット信号、または少な
くとも1つのデータパケットを含み得る。場合によっては、割り振られたRB320は、パイロ
ット信号と少なくとも1つのデータパケットの両方のために割り振られ得る。代替的に、
少なくとも1つのデータパケットは、CC340のうちの1つまたは複数にわたって割り振られ
得るが、パイロット信号は、そこでデータが送信されないCC340を含む、CC340のうちの一
部または全部において割り振られ得る。実際に、データおよびパイロット信号は、同じCC
340上、異なるCC340上、またはそれらの組合せにおいて、RB320に割り振られ得る。割り
振られたRB320は、シンTTIを含み得る。割り振られたRB320は、HARQトラフィック送信で
あり得る。割り振られたRB320は、DLリソース許可315と同時に送信され得る。受信機は、
割り振られたRB320の受信に応答して、肯定応答情報325を送信し得る。肯定応答情報325
は、正常な受信または不成功の受信をそれぞれ示し得る、ACKまたはNACKを含み得る。肯
定応答情報325はまた、図2を参照しながら上で説明したようなチャネル測定情報を含み得
る。チャネル測定情報は、インジケータによって示されたように、そのために受信機がCQ
I測定を実行したCC340の各々のためのCQIデータを含み得る。
【００６０】
　送信機は、肯定応答325を受信し得、それを使用して、チャネルコンディション、また
は以前の送信の受信が正常であったか否かを決定し得る。受信機は、DLリソース許可315
後の少なくとも2つのTTIで、肯定応答情報325を送信し得、その理由は、あるTTIが、DLリ
ソース許可315とRB320とを受信するために使用され得、別のTTIが、DLリソース許可315と
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RB320とを復号するために使用され得るからである。肯定応答情報325を受信すると、送信
機は、NACKが送信されており、再送信が必要であると決定し得る。さらに、送信機は、肯
定応答情報325を解析し、CC340のためのチャネルコンディションを決定し得る。チャネル
コンディションは、DLリソース許可315によって示された割り振られたRB320のパイロット
信号に基づいて実行されている場合がある、直近のチャネル測定に基づき得る。直近のチ
ャネル測定は、割り振られたRB320が受信される前に実行されている場合がある。チャネ
ルコンディションに基づいて、送信機は、試行される再送信のために、RB320-aを再割振
りし得る。送信機は、再割振りされたRB320-aを示す、新しいDLリソース許可315-aを送信
し得る。RBは、より多くのRB320-aが、他のCC340にとって好ましいチャネルコンディショ
ンをもつCC340上で割り振られるように、再割振りされ得る。
【００６１】
　たとえば、最近のチャネルコンディションは、DLリソース許可315の一部として、他のC
C340(たとえば、CC2 340-bおよびCCN340-n)よりも良いチャネルコンディションを有した
ことがあるCC1 340-a上で、より多くのRBを割り振るように、送信機に示していることが
ある。DLリソース許可315は、(たとえば、直近のチャネル測定が、それらが実行されてか
らの時間しきい値を超える場合に)受信機がCC1 340-aおよびCCN 340-nのためのチャネル
測定を実行するべきであることを、さらに示し得る。受信機は、RB320にわたって割り振
られた送信を正確に受信していないことがある。したがって、受信機は、肯定応答情報32
5の一部として、CC1 340-aおよびCCN 340-nのためのチャネルコンディション、ならびにN
ACKを送信し得る。送信機は、肯定応答情報325を解析し得、再送信のためにCC1 340-aお
よびCCN 340-nに対して異なるようにRBを割り振るように決定し得る。送信機は、CCN340-
nが他のCC340にとって好ましいチャネルコンディションを有すること、CC1 340-aがCC2 3
40-bに対して下位のチャネルコンディションを有することを決定し得る。したがって、新
しいDLリソース許可315-aは、CCN340-n上でより多くの割り振られたRB320-a、およびCC1 
340-a上でより少ない割り振られたRB320-aを示し得る。送信機は、RB320の第1の割振りと
は異なる数のCC340上で、RB320-aを割り振り得る。場合によっては、送信機は、最近のチ
ャネル品質測定値を維持するために、他のCC340上で少なくとも1つのRBを割り振りながら
、CCN340-nなど、最良の品質をもつチャネル上で大部分のRB320-aを割り振り得る。RBを
再割振りすることは、割り振られるRBの数を変更することを含み得、または、どのRBが割
り振られるかを変更することを含み得ることに留意されたい。
【００６２】
　イベントトリガ型チャネル測定に基づいて、RBを再割振りすることによって、通信チャ
ネル300は、より信頼性が高くなり得、データの正常な送信の機会を増し得、またはデー
タの正常な再送信の機会を増し得る。これは、低レイテンシであり得、低い誤り率を要求
し得る、ミッションクリティカルなデータのために有用であり得る。複数のリンク上でRB
を割り振り、複数のリンク上で測定を実行することには、余分のリソースがかかり得るが
、ミッションクリティカルなデータのための性能は、複数のリンクにわたってRBを割り振
ることによって生じる容量およびスペクトルダイバーシティから利益を得ることができる
。したがって、送信機は、リンクのための最近のチャネル測定が時間しきい値を超える場
合のみ、RBを割り振り、複数のリンクにわたる測定をトリガし得る。
【００６３】
　図4は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のためのプロセスフロー
400の一例を示す。プロセスフロー400は、図1～図3を参照しながら本明細書で説明した基
地局105またはUE115の一例であり得る、受信機405を含み得る。プロセスフロー400はまた
、図1～図3を参照しながら本明細書で説明した基地局105またはUE115の一例であり得る、
送信機410を含み得る。
【００６４】
　ブロック415で、送信機410は、コンポーネントキャリアのセットのうちの1つまたは複
数のための直近に受信されたCQIデータに関連付けられた時間期間を決定し得る。いくつ
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かの例では、直近に受信されたCQIデータに関連付けられた時間期間を決定することは、
直近に受信されたCQIデータが時間しきい値を超える持続時間の間に受信されたと決定す
ることを含む。
【００６５】
　ブロック420で、送信機410は、コンポーネントキャリアのセット上で、データパケット
およびパイロット信号の送信のためのリソースブロックを割り振り得る。いくつかの例で
は、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のた
めのリソースブロックを割り振ることは、複数のコンポーネントキャリアのうちの1つま
たは複数のための直近に受信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づいて、リソース
ブロックを割り振ることを含む。データパケットおよびパイロット信号は、いくつかのコ
ンポーネントキャリアに割り振られ、異なるコンポーネントキャリアに割り振られ、また
はそれらの組合せであり得ることに留意されたい。
【００６６】
　ブロック425で、送信機410は、リソース許可を送信し得、リソース許可は、コンポーネ
ントキャリアのセット上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のためのリソース
ブロックの割振りを伝達する。送信機410は、受信機405がパイロット信号を測定すること
、および、サービング基地局からの瞬時チャネルコンディションと、近隣基地局からの干
渉とを報告することを行うべきであるという指示を、リソース許可中に含め得る。送信機
410は、受信機405がゼロ電力CSI-RSを使用して近隣基地局からの干渉を測定するべきであ
るという指示を送信し得る。送信機410は、受信機405が非ゼロ電力CSI-RSを使用してサー
ビング基地局からの瞬時チャネルコンディションを測定するべきであるという指示を送信
し得る。いくつかの例では、リソース許可は、短縮されたTTI上で送信される。受信機405
は、コンポーネントキャリアのセット上のダウンリンク送信のためのリソースブロックの
割振りを含む、リソース許可を受信し得る。いくつかの例では、リソース許可は、短縮さ
れたTTI上で受信される。送信機410は、コンポーネントキャリアのセットのうちの2つ以
上においてパイロット信号を送信し得る。いくつかの例では、複数のコンポーネントキャ
リアの各々においてパイロット信号を送信することは、直近に受信されたCQIデータに関
連付けられた時間期間に少なくとも部分的に基づいて、複数のコンポーネントキャリアの
うちの2つ以上においてパイロット信号を送信することを含む。いくつかの例では、複数
のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信することは、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上において、ゼロ電力チャネル状態情報基
準信号(CSI-RS)または非ゼロ電力CSI-RSのうちの少なくとも1つを送信することを含む。
受信機405は、受信機405がゼロ電力CSI-RSを使用して近隣基地局からの干渉を測定するべ
きであることを示す指示を、リソース許可とともに受信し得る。受信機405は、受信機405
が非ゼロ電力CSI-RSを使用してサービング基地局からの瞬時チャネルコンディションを測
定するべきであることを示す指示を、リソース許可とともに受信し得る。受信機405は、
リソース許可とともに指示を受信し得、指示は、パイロット信号を測定するように、およ
び、サービング基地局からの瞬時チャネルコンディションと、近隣基地局からの干渉とを
報告するように、受信機405をトリガする。送信機410は、コンポーネントキャリアのセッ
トの少なくとも一部分にわたってデータパケットを送信し得る。いくつかの例では、デー
タパケットは、低レイテンシのデータパケットである。受信機405は、コンポーネントキ
ャリアのセットの少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信し得る。いくつかの
例では、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを
受信することは、複数のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に
送信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づく、コンポーネントキャリア重み付けに
従って、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを
受信することを含み得る。受信機405は、コンポーネントキャリアのセットのうちの2つ以
上においてパイロット信号を受信し得る。いくつかの例では、複数のコンポーネントキャ
リアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信することは、複数のコンポーネント
キャリアのうちの2つ以上において、ゼロ電力チャネル状態情報基準信号(CSI-RS)または
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非ゼロ電力CSI-RSのうちの少なくとも1つを受信することを含み得る。
【００６７】
　ブロック430で、受信機405は、リソース許可とともに受信された指示に応答して、CQI
測定を実行し得、CQI測定は、コンポーネントキャリアのセットのうちの2つ以上のための
パイロット信号に基づく。
【００６８】
　ブロック435で、受信機405は、CQI測定に基づくCQIデータを送信し得る。送信機410は
、コンポーネントキャリアのセットのうちの2つ以上におけるパイロット信号の測定に基
づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、CQIデータを受信し得、測定は、リソース
ブロックの割振りによってトリガされる。受信機405は、コンポーネントキャリアのセッ
トのうちの2つ以上から行われたCQI測定に基づくCQIデータを送信し得る。いくつかの例
では、CQIデータを送信することは、単一のコンポーネントキャリア上で、複数のコンポ
ーネントキャリアのうちの2つ以上の各々のためのCQIデータを送信することを含み得る。
受信機405は、データパケットの受信に応答して、NACKを送信し得る。受信機405は、ACK
またはNACKとともに、コンポーネントキャリアのセットのうちの2つ以上から行われたCQI
測定に基づくCQIデータを送信し得る。送信機410は、データパケットの送信に応答して、
ACKまたはNACKを受信し得る。送信機410は、ACKまたはNACKとともに、CQIデータを受信し
得る。送信機410は、データパケットの送信に応答して、NACKを受信し得る。
【００６９】
　ブロック440で、送信機410は、コンポーネントキャリアのセットの少なくとも一部分に
わたるデータパケットの再送信のためのリソースブロックを再割振りし得、再割振りする
ことは、受信されたCQIデータに基づく。
【００７０】
　ブロック445で、送信機410は、NACKに応答して、データパケットとパイロット信号とを
再送信し得る。受信機405は、コンポーネントキャリアのセットの少なくとも一部分にわ
たるデータパケットの再送信のためのリソースブロックの再割振りを含む、第2のリソー
ス許可を受信し得、再割振りは、CQIデータに基づく。
【００７１】
　図5は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のために構成されたワイ
ヤレスデバイス500のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス500は、図1～図4を参照しな
がら説明した基地局105またはUE115の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス500は
、受信機505、マルチリンク測定モジュール510、または送信機515を含み得る。ワイヤレ
スデバイス500はまた、プロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信
し得る。
【００７２】
　ワイヤレスデバイス500の構成要素は、ハードウェア内の適用可能な機能のうちの一部
または全部を実行するように適合された少なくとも1つの特定用途向け集積回路(ASIC)と
ともに、個々に、または集合的に実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の他
の処理ユニット(またはコア)によって、少なくとも1つのIC上で実行され得る。他の例で
は、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路
(たとえば、構造化/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPG
A)、または別のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にま
たは部分的に、1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって
実行されるようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて実装さ
れ得る。
【００７３】
　受信機505は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チ
ャネル、データチャネル、およびミッションクリティカルなアプリケーションのためのイ
ベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告に関係する情報など)に関連す
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る制御情報などの情報を受信し得る。情報は、マルチリンク測定モジュール510に、およ
びワイヤレスデバイス500の他の構成要素に渡され得る。
【００７４】
　マルチリンク測定モジュール510は、デバイス500が受信機または送信機のいずれかとし
て構成されるかに基づいて、アクションを実行し得る。デバイス500が受信機として構成
されるとき、マルチリンク測定モジュール510は、複数のコンポーネントキャリア上のダ
ウンリンク送信のためのリソースブロックの割振りを含む、リソース許可を受信し、複数
のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信し、複数
のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信し、リソース
許可とともに受信された指示に応答して、CQI測定を実行し得、CQI測定は、複数のコンポ
ーネントキャリアのうちの2つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的に基づく
。デバイス500が送信機として構成されるとき、マルチリンク測定モジュール510は、複数
のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のためのリソ
ースブロックを割り振り、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイ
ロット信号を送信し、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上におけるパイロッ
ト信号の測定に少なくとも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、CQI
データを受信し、測定は、リソースブロックの割振りによってトリガされる。
【００７５】
　送信機515は、ワイヤレスデバイス500の他の構成要素から受信された信号を送信し得る
。いくつかの例では、送信機515は、トランシーバモジュール内で受信機505とコロケート
され得る。送信機515は、単一のアンテナを含んでもよいし、複数のアンテナを含んでも
よい。
【００７６】
　図6は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のためのワイヤレスデバ
イス600のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス600は、図1～図5を参照しながら説明し
たワイヤレスデバイス500、基地局105、またはUE115の態様の一例であり得る。ワイヤレ
スデバイス600は、受信機505-a、マルチリンク測定モジュール510-a、または送信機515-a
を含み得る。ワイヤレスデバイス600はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素
の各々は互いに通信し得る。マルチリンク測定モジュール510-aはまた、割振りモジュー
ル605と、データ通信610と、パイロット信号モジュール615と、チャネル品質モジュール6
20とを含み得る。
【００７７】
　ワイヤレスデバイス600の構成要素は、個々にまたは集合的に、適用可能な機能の一部
または全部をハードウェアで実行するように適合された少なくとも1つのASICを用いて実
装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の他の処理ユニット(またはコア)によっ
て、少なくとも1つのIC上で実行され得る。他の例では、当技術分野で知られている任意
の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路(たとえば、構造化/プラットフォー
ムASIC、FPGA、または別のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニットの機能はまた、
全体的にまたは部分的に、1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッ
サによって実行されるようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用
いて実装され得る。
【００７８】
　受信機505-aは、マルチリンク測定モジュール510-aに、およびデバイス600の他の構成
要素に渡され得る、情報を受信し得る。マルチリンク測定モジュール510-aは、図5を参照
しながら本明細書で説明した動作を実行し得る。送信機515-aは、ワイヤレスデバイス600
の他の構成要素から受信された信号を送信し得る。
【００７９】
　デバイス600が受信機として構成されるとき、割振りモジュール605は、図2～図4を参照
しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送
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信のためのリソースブロックの割振りを含む、リソース許可を受信し得る。受信機605は
、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたるデータパケットの再送信の
ためのリソースブロックの再割振りを含む、第2のリソース許可を受信し得、再割振りは
、CQIデータに少なくとも部分的に基づく。いくつかの例では、リソース許可は、短縮さ
れたTTI上で受信され得る。割振りモジュール605はまた、受信側UEがゼロ電力CSI-RSを使
用して近隣基地局からの干渉を測定するべきであることを示す指示を、リソース許可とと
もに受信し得る。割振りモジュール605はまた、受信側UEが非ゼロ電力CSI-RSを使用して
サービング基地局からの瞬時チャネルコンディションを測定するべきであることを示す指
示を、リソース許可とともに受信し得る。割振りモジュール605はまた、リソース許可と
ともに指示を受信し得、指示は、パイロット信号を測定するように、および、サービング
基地局からの瞬時チャネルコンディションと、近隣基地局からの干渉とを報告するように
、受信側UEをトリガする。
【００８０】
　デバイス600が送信機として構成されるとき、割振りモジュール605は、図2～図4を参照
しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリア上のデータパケット
およびパイロット信号の送信のためのリソースブロックを割り振り得る。割振りモジュー
ル605は、データパケットおよびパイロット信号の少なくとも一部分のための同じコンポ
ーネントキャリア、データパケットおよびパイロット信号のための異なるコンポーネント
キャリア、またはそれらの組合せを割り振り得る。割振りモジュール605はまた、複数の
コンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたるデータパケットの再送信のためのリ
ソースブロックを再割振りし得、再割振りは、受信されたCQIデータに少なくとも部分的
に基づく。いくつかの例では、リソース許可は、短縮されたTTI上で受信され得る。割振
りモジュール605はまた、複数のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための
直近に受信されたCQIデータに少なくとも部分的に基づいて、リソースブロックを割り振
り得る。割振りモジュール605はまた、リソース許可を送信し得、リソース許可は、複数
のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のためのリソ
ースブロックの割振りを伝達する。割振りモジュール605はまた、受信側ユーザ機器がパ
イロット信号を測定すること、および、サービング基地局からの瞬時チャネルコンディシ
ョンと、近隣基地局からの干渉とを報告することを行うべきであるという指示を、リソー
ス許可中に含め得る。割振りモジュール605はまた、受信側UEがゼロ電力CSI-RSを使用し
て近隣基地局からの干渉を測定するべきであるという指示を送信し得る。割振りモジュー
ル605は、受信側UEが非ゼロ電力CSI-RSを使用してサービング基地局からの瞬時チャネル
コンディションを測定するべきであるという指示を送信し得る。
【００８１】
　デバイス600が受信機として構成されるとき、データ通信モジュール610は、図2～図4を
参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一
部分にわたってデータパケットを受信し得る。いくつかの例では、複数のコンポーネント
キャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信することは、複数のコンポ
ーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に送信されたCQIデータに少なくと
も部分的に基づく、コンポーネントキャリア重み付けに従って、複数のコンポーネントキ
ャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信することを含む。
【００８２】
　デバイス600が送信機として構成されるとき、データ通信モジュール610はまた、図2～
図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリアの少なく
とも一部分にわたってデータパケットを送信し得る。データ通信モジュール610はまた、
少なくとも1つのNACKに応答して、データパケットとパイロット信号とを再送信し得る。
いくつかの例では、データパケットは、低レイテンシのデータパケットであり得る。
【００８３】
　デバイス600が受信機として構成されるとき、パイロット信号モジュール615は、図2～
図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリアのうちの2
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つ以上においてパイロット信号を受信し得る。
【００８４】
　デバイス600が送信機として構成されるとき、パイロット信号モジュール615は、図2～
図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリアのうちの2
つ以上においてパイロット信号を送信し得る。いくつかの例では、複数のコンポーネント
キャリアの各々においてパイロット信号を送信することは、直近に受信されたCQIデータ
に関連付けられた時間期間に少なくとも部分的に基づいて、複数のコンポーネントキャリ
アのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信することを含む。いくつかの例では、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信すること
は、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上において、ゼロ電力チャネル状態情
報基準信号(CSI-RS)または非ゼロ電力CSI-RSのうちの少なくとも1つを送信することを含
む。
【００８５】
　デバイス600が受信機として構成されるとき、チャネル品質モジュール620は、図2～図4
を参照しながら本明細書で説明したように、リソース許可とともに受信された指示に応答
して、CQI測定を実行し得、CQI測定は、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上
のためのパイロット信号に少なくとも部分的に基づく。チャネル品質モジュール620はま
た、CQI測定に基づくCQIデータを送信し得る。いくつかの例では、CQIデータを送信する
ことは、単一のコンポーネントキャリア上で、複数のコンポーネントキャリアのうちの2
つ以上の各々のためのCQIデータを送信することを含む。チャネル品質モジュール620はま
た、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上から行われたCQI測定に少なくとも部
分的に基づくCQIデータを送信し得る。チャネル品質モジュール620はまた、ACKまたはNAC
Kとともに、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上から行われたCQI測定に少な
くとも部分的に基づくCQIデータを送信し得る。
【００８６】
　デバイス600が送信機として構成されるとき、チャネル品質モジュール620は、図2～図4
を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ
以上におけるパイロット信号の測定に少なくとも部分的に基づいて、単一のコンポーネン
トキャリア上で、CQIデータを受信し得、測定は、リソースブロックの割振りによってト
リガされる。チャネル品質モジュール620は、少なくとも1つのACKまたはNACKとともに、C
QIデータを受信し得る。
【００８７】
　図7は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のためのワイヤレスデバ
イス500またはワイヤレスデバイス600の構成要素であり得る、マルチリンク測定モジュー
ル510-bをもつワイヤレスデバイス700を示す。マルチリンク測定モジュール510-bは、図5
～図6を参照しながら説明したマルチリンク測定モジュール510の態様の一例であり得る。
マルチリンク測定モジュール510-bは、割振りモジュール605-aと、データ通信モジュール
610-aと、パイロット信号モジュール615-aと、チャネル品質モジュール620-aとを含み得
る。これらのモジュールの各々は、図6を参照しながら本明細書で説明した機能を実行し
得る。マルチリンク測定モジュール510bはまた、肯定応答モジュール705と、CSI-RSモジ
ュール710と、測定時間モジュール715とを含み得る。
【００８８】
　マルチリンク測定モジュール510-bの構成要素は、個々にまたは集合的に、適用可能な
機能の一部または全部をハードウェアで実行するように適応された少なくとも1つのASIC
を用いて実装され得る。代替的に、機能は、1つまたは複数の他の処理ユニット(またはコ
ア)によって、少なくとも1つのIC上で実行され得る。他の例では、当技術分野で知られて
いる任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路(たとえば、構造化/プラッ
トフォームASIC、FPGA、または別のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニットの機能
はまた、全体的にまたは部分的に、1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向け
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プロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された
命令を用いて実装され得る。
【００８９】
　マルチリンク測定モジュール510-bが受信機の一部であるとき、肯定応答モジュール705
は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、データパケットの受信に応答し
て、NACKを送信し得る。
【００９０】
　マルチリンク測定モジュール510-bが送信機の一部であるとき、肯定応答モジュール705
は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、データパケットの送信に応答し
て、少なくとも1つのACKまたはNACKを受信し得る。肯定応答モジュール705はまた、デー
タパケットの送信に応答して、少なくとも1つのNACKを受信し得る。
【００９１】
　マルチリンク測定モジュール510-bが受信機の一部であるとき、CSI-RSモジュール710は
、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリアの
うちの2つ以上においてパイロット信号を受信することが、複数のコンポーネントキャリ
アのうちの2つ以上において、ゼロ電力チャネル状態情報基準信号(CSI-RS)または非ゼロ
電力CSI-RSのうちの少なくとも1つを受信することを含み得るように、構成され得る。
【００９２】
　マルチリンク測定モジュール510-bが送信機の一部であるとき、CSI-RSモジュール710は
、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリアの
うちの2つ以上においてパイロット信号を送信することが、複数のコンポーネントキャリ
アのうちの2つ以上において、ゼロ電力チャネル状態情報基準信号(CSI-RS)または非ゼロ
電力CSI-RSのうちの少なくとも1つを送信することを含み得るように、構成され得る。
【００９３】
　マルチリンク測定モジュール510-bが受信機の一部であるとき、測定時間モジュール715
は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリア
のうちの1つまたは複数のための直近に送信されたCQIデータに関連付けられた時間期間を
決定し得る。いくつかの例では、直近に送信されたCQIデータに関連付けられた時間期間
を決定することは、直近に送信されたCQIデータが時間しきい値を超える持続時間の間に
送信されたと決定することを含む。
【００９４】
　マルチリンク測定モジュール510-bが送信機の一部であるとき、測定時間モジュール715
は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数のコンポーネントキャリア
のうちの1つまたは複数のための直近に受信されたCQIデータに関連付けられた時間期間を
決定し得る。いくつかの例では、直近に受信されたCQIデータに関連付けられた時間期間
を決定することは、直近に受信されたCQIデータが時間しきい値を超える持続時間の間に
受信されたと決定することを含む。
【００９５】
　図8は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のために構成されたUE11
5-bを含むシステム800の図を示す。システム800は、図1、図2および図4～図7を参照しな
がら本明細書で説明した、ワイヤレスデバイス500、ワイヤレスデバイス600、UE115、受
信機405、または送信機410の例であり得る、UE115-bを含み得る。UE115-bは、図5～図7を
参照しながら説明したマルチリンク測定モジュール510の一例であり得る、マルチリンク
測定モジュール810を含み得る。UE115-bはまた、チャネルしきい値モジュール825を含み
得る。UE115-bはまた、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成要素
とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。たとえば、デバイ
ス801は、基地局105-bまたはUE115-cと双方向に通信し得る。
【００９６】
　UE115-bはまた、各々が、直接または間接的に(たとえば、バス845を介して)互いと通信
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し得る、プロセッサ805と、(ソフトウェア(SW)820を含む)メモリ815と、トランシーバ835
と、1つまたは複数のアンテナ840とを含み得る。トランシーバ835は、上記で説明したよ
うに、アンテナ840またはワイヤードもしくはワイヤレスリンクを介して、1つまたは複数
のネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ835は、基地局105-bまた
はUE115-cと双方向に通信し得る。トランシーバ835は、パケットを変調し、変調されたパ
ケットを送信のためにアンテナ840に与えるために、および、アンテナ840から受信された
パケットを復調するために、モデムを含み得る。UE115-bは単一のアンテナ840を含み得る
が、UE115-bはまた、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複
数のアンテナ840を有し得る。
【００９７】
　メモリ815は、ランダムアクセスメモリ(RAM)と読取り専用メモリ(ROM)とを含み得る。
メモリ815は、実行されると、本明細書で説明する様々な機能(たとえば、ミッションクリ
ティカルなアプリケーションのためのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定お
よび報告など)をプロセッサ805に実行させる命令を含む、コンピュータ可読、コンピュー
タ実行可能ソフトウェア/ファームウェアコード820を記憶し得る。代替的に、ソフトウェ
ア/ファームウェアコード820は、プロセッサ805によって直接的に実行可能ではなく、(た
とえば、コンパイルされ、実行されるとき)本明細書で説明した機能をコンピュータに実
行させ得る。プロセッサ805は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、中央
処理ユニット(CPU)、マイクロコントローラ、ASICなど)を含み得る。
【００９８】
　図9は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のために構成された基地
局105を含むシステム900の図を示す。システム900は、図1、図2、図4、および図6～図8を
参照しながら本明細書で説明した、ワイヤレスデバイス600、ワイヤレスデバイス700、基
地局105、受信機405、または送信機410の一例であり得る、基地局105-cを含み得る。基地
局105-cは、図5～図8を参照しながら説明したマルチリンク測定モジュール510の一例であ
り得る、基地局マルチリンク測定モジュール910を含み得る。基地局105-cはまた、通信を
送信するための構成要素および通信を受信するための構成要素を含む、双方向音声および
データ通信のための構成要素を含み得る。たとえば、基地局105-cは、基地局105-dまたは
UE115-dと双方向に通信し得る。
【００９９】
　いくつかの場合には、基地局105-cは、1つまたは複数のワイヤードバックホールリンク
を有し得る。基地局105-cは、コアネットワーク130へのワイヤードバックホールリンク(
たとえば、S1インターフェースなど)を有し得る。基地局105-cは、基地局間バックホール
リンク(たとえば、X2インターフェース)を介して、基地局105-dおよび基地局105-eなど、
他の基地局105とも通信し得る。基地局105の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技
術を使用して、UE115と通信し得る。場合によっては、基地局105-cは、基地局通信モジュ
ール925を利用して、105-dまたは105-eのような他の基地局と通信することができる。い
くつかの例では、基地局通信モジュール925は、基地局105のいくつかの間の通信を行うた
めに、LTE/LTE-Aワイヤレス通信ネットワーク技術内のX2インターフェースを提供し得る
。いくつかの例では、基地局105-cは、コアネットワーク130を介して他の基地局と通信し
得る。いくつかの場合には、基地局105-cは、ネットワーク通信モジュール930を介してコ
アネットワーク130と通信し得る。
【０１００】
　基地局105-cは、各々が、直接的または間接的に(たとえば、バスシステム945を介して)
互いと通信し得る、プロセッサ905、(ソフトウェア(SW)920を含む)メモリ915、トランシ
ーバ935、およびアンテナ940を含み得る。トランシーバ935は、アンテナ940を介して、マ
ルチモードデバイスであり得るUE115と双方向に通信するように構成され得る。トランシ
ーバ935(または基地局105-cの他の構成要素)はまた、アンテナ940を介して、1つまたは複
数の他の基地局(図示せず)と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ935は
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、パケットを変調し、被変調パケットを送信のためにアンテナ940に提供し、アンテナ940
から受信されたパケットを復調するように構成されるモデムを含み得る。基地局105-cは
、各々が1つまたは複数の関連付けられたアンテナ940をもつ、複数のトランシーバ935を
含み得る。トランシーバは、図5の組み合わされた受信機505および送信機515の一例であ
り得る。
【０１０１】
　メモリ915は、RAMとROMとを含み得る。メモリ915はまた、実行されると、本明細書で説
明する様々な機能(たとえば、ミッションクリティカルなアプリケーションのためのイベ
ントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告、カバレージ拡張技法の選択、呼
処理、データベース管理、メッセージルーティングなど)をプロセッサ905に実行させるよ
うに構成される命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコー
ド920を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア920は、プロセッサ905によって直接に実行
可能ではなく、たとえば、コンパイルされ、実行されると、本明細書で説明した機能をコ
ンピュータに実行させるように構成され得る。プロセッサ905は、インテリジェントハー
ドウェアデバイス、たとえば、CPU、マイクロコントローラ、ASICなどを含み得る。プロ
セッサ905は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッ
ドコントローラ、デジタル信号プロセッサ(DSP)などのような、様々な専用プロセッサを
含み得る。
【０１０２】
　基地局通信モジュール925は、他の基地局105との通信を管理し得る。この通信管理モジ
ュールは、他の基地局105と協力してUE115との通信を制御するためのコントローラまたは
スケジューラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール925は、ビームフォーミング
またはジョイント送信などの様々な干渉軽減技法のために、UE115への送信のスケジュー
リングを調整することができる。
【０１０３】
　図10は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法1000を示す
フローチャートを示す。方法1000の動作は、図1～図9を参照しながら説明したように、UE
115または受信機405またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1000の動
作は、図5～図8を参照して説明したようにマルチリンク測定モジュール510によって実行
され得る。いくつかの例では、UE115は、以下で説明する機能を実行するためにUE115の機
能要素を制御するようにコードのセットを実行し得る。追加または代替として、UE115は
、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【０１０４】
　ブロック1005で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送信のためのリソースブロックの割振りを含
む、リソース許可を受信し得る。いくつかの例では、ブロック1005の動作は、図6を参照
しながら本明細書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
【０１０５】
　ブロック1010で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信し得る。
いくつかの例では、ブロック1010の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したよう
に、データ通信モジュール610によって実行され得る。
【０１０６】
　ブロック1015で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信し得る。いく
つかの例では、ブロック1015の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したように、
パイロット信号モジュール615によって実行され得る。
【０１０７】
　ブロック1020で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、リソ
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ース許可とともに受信された指示に応答して、CQI測定を実行し得、CQI測定は、複数のコ
ンポーネントキャリアのうちの2つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的に基
づく。いくつかの例では、ブロック1020の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明し
たように、チャネル品質モジュール620によって実行され得る。
【０１０８】
　図11は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法1100を示す
フローチャートを示す。方法1100の動作は、図1～図9を参照しながら説明したように、UE
115または受信機405またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1100の動
作は、図5～図8を参照して説明したようにマルチリンク測定モジュール510によって実行
され得る。いくつかの例では、UE115は、以下で説明する機能を実行するためにUE115の機
能要素を制御するようにコードのセットを実行し得る。追加または代替として、UE115は
、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。方法1100はまた
、図10の方法1000の態様を組み込み得る。
【０１０９】
　ブロック1105で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送信のためのリソースブロックの割振りを含
む、リソース許可を受信し得る。いくつかの例では、ブロック1105の動作は、図6を参照
しながら本明細書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
【０１１０】
　ブロック1110で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信し得る。
いくつかの例では、ブロック1110の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したよう
に、データ通信モジュール610によって実行され得る。
【０１１１】
　ブロック1115で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信し得る。いく
つかの例では、ブロック1115の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したように、
パイロット信号モジュール615によって実行され得る。
【０１１２】
　ブロック1120で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、リソ
ース許可とともに受信された指示に応答して、CQI測定を実行し得、CQI測定は、複数のコ
ンポーネントキャリアのうちの2つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的に基
づく。いくつかの例では、ブロック1120の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明し
たように、チャネル品質モジュール620によって実行され得る。
【０１１３】
　ブロック1125で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、CQI測
定に少なくとも部分的に基づくCQIデータを送信し得る。いくつかの例では、ブロック112
5の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したように、チャネル品質モジュール620
によって実行され得る。場合によっては、CQIデータを送信することは、単一のコンポー
ネントキャリア上で、複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上の各々のためのCQI
データを送信することを含む。
【０１１４】
　図12は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法1200を示す
フローチャートを示す。方法1200の動作は、図1～図9を参照しながら説明したように、UE
115または受信機405またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1200の動
作は、図5～図8を参照して説明したようにマルチリンク測定モジュール510によって実行
され得る。いくつかの例では、UE115は、以下で説明する機能を実行するためにUE115の機
能要素を制御するようにコードのセットを実行し得る。追加または代替として、UE115は
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、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。方法1200はまた
、図10～図11の方法1000および1100の態様を組み込み得る。
【０１１５】
　ブロック1205で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリア上のダウンリンク送信のためのリソースブロックの割振りを含
む、リソース許可を受信し得る。いくつかの例では、ブロック1205の動作は、図6を参照
しながら本明細書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
【０１１６】
　ブロック1210で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたってデータパケットを受信し得る。
いくつかの例では、ブロック1210の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したよう
に、データ通信モジュール610によって実行され得る。
【０１１７】
　ブロック1215で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を受信し得る。いく
つかの例では、ブロック1215の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したように、
パイロット信号モジュール615によって実行され得る。
【０１１８】
　ブロック1220で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、リソ
ース許可とともに受信された指示に応答して、CQI測定を実行し得、CQI測定は、複数のコ
ンポーネントキャリアのうちの2つ以上のためのパイロット信号に少なくとも部分的に基
づく。いくつかの例では、ブロック1220の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明し
たように、チャネル品質モジュール620によって実行され得る。
【０１１９】
　ブロック1225で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上から行われたCQI測定に少なくとも部分的に基
づくCQIデータを送信し得る。いくつかの例では、ブロック1225の動作は、図6を参照しな
がら本明細書で説明したように、チャネル品質モジュール620によって実行され得る。
【０１２０】
　ブロック1230で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、デー
タパケットの受信に応答して、NACKを送信し得る。いくつかの例では、ブロック1230の動
作は、図7を参照しながら本明細書で説明したように、肯定応答モジュール705によって実
行され得る。
【０１２１】
　ブロック1235で、UE115は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、複数
のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたるデータパケットの再送信のための
リソースブロックの再割振りを含む、第2のリソース許可を受信し得、再割振りは、CQIデ
ータに少なくとも部分的に基づく。いくつかの例では、ブロック1235の動作は、図6を参
照しながら本明細書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
【０１２２】
　図13は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法1300を示す
フローチャートを示す。方法1300の動作は、図1～図9を参照しながら説明したように、基
地局105または送信機410またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1300
の動作は、図5～図8を参照して説明したようにマルチリンク測定モジュール510によって
実行され得る。いくつかの例では、基地局105は、以下で説明する機能を実行するために
基地局105の機能要素を制御するようにコードのセットを実行し得る。追加または代替と
して、基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実行し得
る。方法1300はまた、図10～図12の方法1000、1100、および1200の態様を組み込み得る。
【０１２３】
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　ブロック1305で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のための
リソースブロックを割り振り得る。いくつかの例では、ブロック1305の動作は、図6を参
照しながら本明細書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
【０１２４】
　ブロック1310で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信し得る。
いくつかの例では、ブロック1310の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したよう
に、パイロット信号モジュール615によって実行され得る。
【０１２５】
　ブロック1315で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上におけるパイロット信号の測定に少なく
とも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、CQIデータを受信し得、測
定は、リソースブロックの割振りによってトリガされる。いくつかの例では、ブロック13
15の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したように、チャネル品質モジュール620
によって実行され得る。
【０１２６】
　図14は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法1400を示す
フローチャートを示す。方法1400の動作は、図1～図9を参照しながら説明したように、基
地局105または送信機410またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1400
の動作は、図5～図8を参照して説明したようにマルチリンク測定モジュール510によって
実行され得る。いくつかの例では、基地局105は、以下で説明する機能を実行するために
基地局105の機能要素を制御するようにコードのセットを実行し得る。追加または代替と
して、基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実行し得
る。方法1400はまた、図10～図13の方法1000、1100、1200、および1300の態様を組み込み
得る。
【０１２７】
　ブロック1405で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のための
リソースブロックを割り振り得る。いくつかの例では、ブロック1405の動作は、図6を参
照しながら本明細書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
【０１２８】
　ブロック1410で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信し得る。
いくつかの例では、ブロック1410の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したよう
に、パイロット信号モジュール615によって実行され得る。
【０１２９】
　ブロック1415で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上におけるパイロット信号の測定に少なく
とも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、CQIデータを受信し得、測
定は、リソースブロックの割振りによってトリガされる。いくつかの例では、ブロック14
15の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したように、チャネル品質モジュール620
によって実行され得る。
【０１３０】
　ブロック1420で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアの少なくとも一部分にわたるデータパケットの再送信のた
めのリソースブロックを再割振りし得、再割振りは、受信されたCQIデータに少なくとも
部分的に基づく。いくつかの例では、ブロック1420の動作は、図6を参照しながら本明細
書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
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【０１３１】
　図15は、本開示の様々な態様による、ミッションクリティカルなアプリケーションのた
めのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および報告のための方法1500を示す
フローチャートを示す。方法1500の動作は、図1～図9を参照しながら説明したように、基
地局105または送信機410またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1500
の動作は、図5～図8を参照して説明したようにマルチリンク測定モジュール510によって
実行され得る。いくつかの例では、基地局105は、以下で説明する機能を実行するために
基地局105の機能要素を制御するようにコードのセットを実行し得る。追加または代替と
して、基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実行し得
る。方法1500はまた、図10～図14の方法1000、1100、1200、1300、および1400の態様を組
み込み得る。
【０１３２】
　ブロック1505で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数のための直近に受信されたCQIデー
タに関連付けられた時間期間を決定し得る。いくつかの例では、ブロック1520の動作は、
図7を参照しながら本明細書で説明したように、測定時間モジュール715によって実行され
得る。場合によっては、直近に受信されたCQIデータに関連付けられた時間期間を決定す
ることは、直近に受信されたCQIデータが時間しきい値を超える持続時間の間に受信され
たと決定することを含む。
【０１３３】
　ブロック1510で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリア上のデータパケットおよびパイロット信号の送信のための
リソースブロックを割り振り得る。いくつかの例では、ブロック1505の動作は、図6を参
照しながら本明細書で説明したように、割振りモジュール605によって実行され得る。
【０１３４】
　ブロック1515で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信し得る。
いくつかの例では、ブロック1510の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したよう
に、パイロット信号モジュール615によって実行され得る。場合によっては、複数のコン
ポーネントキャリアの各々においてパイロット信号を送信することは、直近に受信された
CQIデータに関連付けられた時間期間に少なくとも部分的に基づいて、複数のコンポーネ
ントキャリアのうちの2つ以上においてパイロット信号を送信することを含む。
【０１３５】
　ブロック1520で、基地局105は、図2～図4を参照しながら本明細書で説明したように、
複数のコンポーネントキャリアのうちの2つ以上におけるパイロット信号の測定に少なく
とも部分的に基づいて、単一のコンポーネントキャリア上で、CQIデータを受信し得、測
定は、リソースブロックの割振りによってトリガされる。いくつかの例では、ブロック15
20の動作は、図6を参照しながら本明細書で説明したように、チャネル品質モジュール620
によって実行され得る。
【０１３６】
　したがって、方法1000、1100、1200、1300、1400、および1500は、ミッションクリティ
カルなアプリケーションのためのイベントトリガ型マルチリンクチャネル品質測定および
報告を提供し得る。方法1000、1100、1200、1300、1400、および1500は、可能な実装形態
について説明しており、動作およびステップは、他の実装形態が可能であるように並べ替
えられるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法10
00、1100、1200、1300、1400、および1500のうちの2つ以上からの態様が組み合わされ得
る。
【０１３７】
　添付の図面に関して上記に記載した発明を実施するための形態は、例示的な構成につい
て説明するものであり、実装され得るか、または特許請求の範囲内にあるすべての例を表
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すものではない。本明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事
例、または例示として役立つ」ことを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な
」を意味するものではない。発明を実施するための形態は、説明した技法の理解を与える
ための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細を伴
わずに実践され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭にすることを避け
るために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形で示されている。
【０１３８】
　様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して、情報および信号が表される
場合がある。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド
、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは
磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１３９】
　本明細書の本開示に関して説明する様々な例示的なブロックおよびモジュールは、汎用
プロセッサ、DSP、ASIC、FPGAもしくは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートも
しくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説明する機能を
実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用
プロセッサはマイクロプロセッサであってもよいが、代替として、プロセッサは、任意の
従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であってもよ
い。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、(DSPおよびマ
イクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つまたは複
数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成)としても実装され得る。
【０１４０】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアに実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコード
としてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送
信され得る。他の例および実施態様は、本開示の範囲内および添付の特許請求の範囲の範
囲内にある。たとえば、ソフトウェアの性質のために、上記で説明した機能は、プロセッ
サによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリン
グ、またはこれらの任意の組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴は、機能
の部分が異なる物理的位置において実装されるように分散されることを含め、様々な場所
に物理的に位置する場合もある。また、特許請求の範囲を含めて本明細書で使用される場
合、項目のリスト(たとえば、「～の少なくとも1つ」あるいは「～の1つまたは複数」な
どの句が後に続く項目のリスト)において使用される「または」は包括的リストを示すの
で、たとえば[A、B、またはCの少なくとも1つ]のリストは、AまたはBまたはCまたはABま
たはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意味する。
【０１４１】
　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用
可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は、RAM
、ROM、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、コンパクトディスク(
CD)ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ス
トレージデバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段
を搬送もしくは記憶するために使用され得、汎用コンピュータもしくは専用コンピュータ
または汎用プロセッサもしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の非一
時的媒体を含むことができる。さらに、任意の接続が、適正にコンピュータ可読媒体と称
される。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、デジタル加入者回線(「DSL」)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される
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場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用す
るディスク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザーディスク（登録商標）(disc)、
光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)お
よびBlu-ray（登録商標）ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気
的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の組
合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４２】
　本開示のこれまでの説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な修正が当業者には容易に明らかとなり、本明細書
で定義される一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得
る。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるものではなく
、本明細書で開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
【０１４３】
　本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)
システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、直交周波数分割多元接続(OFDMA)システ
ム、シングルキャリア周波数分割多元接続(SC-FDMA)システム、および他のシステムなど
の様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「システム」および「ネットワーク」
という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、CDMA2000、ユニバーサル
地上無線アクセス(UTRA)などの無線技術を実装し得る。CDMA2000は、IS-2000、IS-95、お
よびIS-856規格をカバーする。IS-2000リリース0およびAは、一般に、CDMA2000 1X、1Xな
どと呼ばれる。IS-856(TIA-856)は、一般に、CDMA2000 1xEV-DO、High Rate Packet Data
(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA（登録商標）)およびCDMAの他の変形
態を含む。TDMAシステムは、モバイル通信用グローバルシステム(GSM（登録商標）)のよ
うな無線技術を実装し得る。OFDMAシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、
発展型UTRA(E-UTRA)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDM
などのような無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRAは、ユニバーサルモバイルテレコ
ミュニケーションシステム(UMTS)の一部である。3GPPロングタームエボリューション(LTE
)およびLTEアドバンスト(LTE-A)は、E-UTRAを使用するユニバーサルモバイルテレコミュ
ニケーションシステム(UMTS)の新しいリリースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A
、およびモバイル通信用グローバルシステム(GSM（登録商標）)は、「第3世代パートナー
シッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載されている。CDMA2000お
よびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3GPP2)という名称の組織からの
文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上述のシステムおよび無線技術なら
びに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。しかしながら、上記の説明では、例と
してLTEシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてLTE用語が使用されるが、
本技法はLTE適用例以外に適用可能である。
【符号の説明】
【０１４４】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　105　基地局、近隣基地局
　　105-a　基地局、サービング基地局
　　105-b、105-c、105-d、105-e　基地局
　　110　地理的カバレージエリア、カバレージエリア
　　115　ユーザ機器、UE
　　115-a、115-b、115-c、115-d　UE
　　125　ワイヤレス通信リンク、通信リンク
　　130、130-a　コアネットワーク
　　132、134　バックホールリンク
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　　200　ワイヤレス通信サブシステム
　　205、205-a～205-n、340　CC
　　300　通信チャネル
　　305、310　シンTTI
　　315　DLリソース許可
　　315-a　新しいDLリソース許可
　　320　リソースブロック、RB
　　320-a　RB
　　325　肯定応答情報
　　330　DLチャネル
　　335　ULチャネル
　　340-a～340-n　CC1～CCN
　　405、505、505-a　受信機
　　410、515、515-a　送信機
　　500、600　ワイヤレスデバイス、デバイス
　　510、510-a、510-b、810　マルチリンク測定モジュール
　　605、605-a　割振りモジュール
　　610、610-a　データ通信モジュール
　　615、615-a　パイロット信号モジュール
　　620、620-a　チャネル品質モジュール
　　700　ワイヤレスデバイス
　　705　肯定応答モジュール
　　710　CSI-RSモジュール
　　715　測定時間モジュール
　　800、900　システム
　　801　デバイス
　　805、905　プロセッサ
　　815、915　メモリ
　　820　ソフトウェア(SW)、ソフトウェア/ファームウェアコード
　　825　チャネルしきい値モジュール
　　835、935　トランシーバ
　　840、940　アンテナ
　　845　バス
　　910　基地局マルチリンク測定モジュール
　　920　ソフトウェア(SW)
　　925　基地局通信モジュール
　　930　ネットワーク通信モジュール
　　945　バスシステム
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